












































































































































































































































































































CJ TP DJ M Total
Zノαρoηたα
P．jwα『αi
A．αygμ1μ∫
P．1μ5cα
　　　　1（2）
8（10）
4（4）
1（1）　1（1）
　　　uncounted
　　　　5（6）
　　　8（10）
＊，Abbreviation　of　the　host　species，　CJ，　C　j¢ρonごc況m；IN，1れigellα；AF，　AβαvoMαrgiηα∫μm煽cα∂o；DJ，　D．ノoρoη」－
cμ∫；CSC，α．∫c吻蹴α／’ぷ；CSP，α．5ρi∬吻；E，　E醐θηε5　sp．；H，的／α6μ5　sp．；TP，τρocφc醐；M，〃68αc腕1εsp．；
X，Aβovo斑oアg加oτ協τ1η∫cα400rルfε80cM1εsp．
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二次的に侵入して寄生が起こったものか定かではないのでここでは除外した。
　表4にこれら寄生者による被害状況をまとめた。借坑性ハチ類の巣は複数の育室からなるた
め，巣によっては，複数の育室から寄生が見出される。この中で，スズバチネジレバネの寄生
は，この寄生者のメス個体が寄主成虫の腹節の間から突出することで容易に確認される。今回，
この寄生者はオオフタオビドロバチのみから見出され，その総突出数は54（1992年）および8
（1993年）であった。この他に，寄生数の多かった種では，ミドリセイボウが寄主特異性を持
つ寄生者，コウヤツリアブが広食性の寄生者として上げられる。また，キイロゲンセイはオオ
ハキリバチ他数種のハキリバチ類に寄生することが知られているが（岩田　1978），ここでは
営巣数の多いヒメハキリバチから主に寄生が見出された。なお，ヒメハキリバチの巣内におい
て，この寄生者の幼虫が本来寄生していた育室に隣i接する育室を破壊してしまったと思われる
ケースが見出された。そのような例は，1育室（1992年）ないし2育室（1993年）であった（表
4）。
　今回の表にはのせていないが，フタスジスズバチの夏期巣ではドロバチヤドリニクバエ
A〃20bjα4↓5τor’α（ALLEN）の寄生が確認されている。このハエの寄生はフタスジスズバチの巣
の14～39％から見つかっており，全育室の5～7％でこのハエの寄生による死亡が確認されて
いる（石原　1995b）。この他に，シリアゲコバチLεμco5ρ↓5／oρoηfco　WALKERとハラアカハ
キリバチヤドリ　勘oぷpj∫●o∫α1」∫RITSEMAがトラップに飛来するのが確認されている。
4．種類相の特徴
　金沢城跡の借坑性ハチ類の中では，越冬巣数の上から2で述べた3種が優占する。この他
に，2化性のフタスジスズバチの夏期巣数が30以上にのぼることがわかっている（石原　1995
b）。このハチもまた金沢城跡の借坑性ハチ類では優占種とみなされよう。これら優占する4
種では，オオフタオビドロバチ，ルリジガバチ，フタスジスズバチ，ヒメハキリバチの順に太
い筒を利用していた（石原　未発表）。金沢城跡では，この4種は利用する筒のサイズを違え
て共存していると考えられる。
　借坑性ハチ類相の調査は金沢大学角間キャンパス（金沢市角間町）内でも行われている（石
原　1994，1995a）。角間キャンパス（面積約91ha）は金沢城跡から東南東に約5kmのところ
にあり，丘陵地を切り開いて作られている。周辺の植生はコナラやアベマキの落葉広葉樹林で
ある。この地域では10種の借坑性ハチ類が報告されている。そのうち，ミカドジガバチを除く
全ての種が金沢城跡でも見出されている。両者で種類構成を比較すると，オオフタオビドロバ
チやルリジガバチが多く営巣する点は同じである。金沢城跡の種類相特徴として，特にヒメハ
キリバチの多さがあげられる。なお，本種はハギやヒメジョオンに訪花するという（根来
1987）。
　さらに，今回の調査ではヒメハキリバチに加えて3種のハキリバチが採れている。過去のハ
ナバチ相調査（根来　1980）では，金沢城跡で17種（寄生性の3種を含む）が見出されている。
個体数は多くないものの，豊かなハキリバチ相が報告されている。
　また，池田（1979）はオオフタオビドロバチが環境指標生物となることを示唆している。静
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岡県浜松市では，市街地の緑地帯ではこのハチの生息は見られないという。金沢城跡は，オオ
フタオビドロバチの営巣率かなり高い。この点からも当地はの自然環境が良好に保たれている
ことが推定される。
最後に，ここに金沢城跡の借坑性ハチ類調査の記録を残すにあたり，当地の豊かな緑がいつ
までも守り継がれていくことを希望します。
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